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調査データのトレーサビリティの

確認のための資料サンプル

（ボーリング柱状図）
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ボーリング柱状図は，ボーリング掘削後に作成されたコア観察カードに基づき，ボーリングコアの肉眼観察の
みによる観察結果として取りまとめた。

ボーリング柱状図は，一般社団法人全国地質調査業協会連合会社会基盤情報標準化委員会の「ボーリング
柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説 平成27年6月」に基づき作成した。

ボーリング柱状図作成に当たって，「元となるデータ」を技術検討書で明確にした。
元となるデータ：コア写真，コア観察カード，コア観察カードの確認結果，ボーリング柱状図

Ｋ断層の連続性評価に関わる10孔について取りまとめている。

H24-B14-2 7.06 N45°W 45 150
H24-D1-1 20.25 N79°E 45 100
H24-D1-2 6.95 N53°E 60 33
H24-D1-3 6.90 N53°E 45 60
H24-D1-4 6.95 N53°E 45 70
H24-D1-5 7.03 S37°E 50 54
H27-B-1 20.22 S83°E 45 140
H27-B-2 20.11 S65°E 45 160
H27-B-3 7.06 N53°E 45 180
H27-B-4 6.95 S37°E 45 140

ボーリング仕様
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技術設計資料 ボーリング柱状図

・例︓ボーリング柱状図

審査資料作成プロセス

委託成果物

ボーリング柱状図

コア観察カード

設計要求
技術検討書

調達要求
調達⽂書

・・・

審査資料 ボーリング柱状図

コア写真

・・・

・・・

コア観察カードの
確認結果

転記

転記

転記
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共通的な要求事項（トレーサビリティに係る要求事項）

元となるデータの明確化

技術検討書の要求（ボーリング柱状図，技術検討書抜粋）

個別の要求事項（ボーリング柱状図に係る要求事項）

（中略）

4



5

元となるデータ：コア写真

サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m

サンプル例の対象箇所を で示す。
以降の頁も同様。
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元となるデータ：コア観察カード サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m



元となるデータ：コア観察カードの確認結果
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サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m
9頁の転記範囲 9頁の転記範囲



元となるデータ：コア観察カードの確認結果
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サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m

9頁の転記範囲



コア観察カードの確認結果（7頁と8頁から転記）

）

223 74.36 74.50

破砕帯（主せん断面74.40m）

74.36 74.50

破砕部（最新活動面74.40m）
連続する細粒部

・用語の統一（破砕帯→破砕部）
・最新活動面という用語に統一
・最新活動面の性状を追記した

224 74.36 74.40

Hb
上端27°で直線的に、下端30°で不明瞭に湾曲し
て連続。φ2～3m/m石英粒、粘土化したφ5m/m岩
片を約10％含む軟弱な「礫質粘土状」呈する。色調
はにぶい黄橙色（10YR7/2）、厚さ0～30m/m

74.36 74.40

Hb
上端27°で直線的に、下端30°で不明瞭に湾曲し
て連続。φ2～3m/m石英粒、粘土化したφ5m/m岩
片を約10％含む軟弱な「礫質砂状」を呈する。色調
はにぶい黄橙色（10YR7/2）、厚さ0～30m/m
原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒
化した岩片からなる組織はみられない。含まれる細
粒部は網目状に分布。

・砂分を多く含むため，礫質砂状に変更した
・細粒部の連続性・直線性，原岩組織が認められる
岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からなる組織
について追記した

225 74.40 74.41

Hc-1
30°で上下端とも湾曲して連続。φ1m/m石英粒を
わずかに（5％以下）含む軟弱粘土（ガウジ）。色調
は灰褐色（75YR5/2）厚さ7m/m 74.40 74.41

Hc-1
30°で上下端とも湾曲して連続。φ1m/m石英粒を
わずかに（5％以下）含む軟弱粘土からなる （ガウ
 ジ）。色調は灰褐色（75YR5/2）厚さ7m/m
原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒
化した岩片からなる組織はみられない。

・表現の統一（ガウジ→Hc-1に含んで表現）
・原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒
化した岩片からなる組織について追記した

226 74.41 74.50

Hb
上端30°で湾曲して連続。下端は74.50m以深が掘
削時にバラけたコアのため位置不明。
φ2～3m/m石英粒、粘土化したφ5～30m/m岩片
を10～20％含む軟質な「礫質粘土状」呈する。色調
はにぶい黄橙色（10YR7/2）、厚さ75m/m以上 74.41 74.50

Hb
上端30°で湾曲して連続。下端は74.50m以深が掘
削時にバラけたコアのため位置不明。
φ2～3m/m石英粒、粘土化したφ5～30m/m岩片
を10～20％含む軟質な「礫質砂状」を呈する。色調
はにぶい黄橙色（10YR7/2）、厚さ75m/m以上
含まれる細粒部は網目状に分布、原岩組織が認め
られる岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からな
る組織はみられない。

・砂分を多く含むため，礫質砂状に変更した
・細粒部の連続性・直線性，原岩組織が認められる
岩片を主体とし基質も細粒化した岩片からなる組織
について追記した

74.36 74.50

●74.36～74.50m：破砕部
　74.36～74.40m：礫質砂状部（Hb）
　　上端27°で直線的に，下端30°で不明瞭に湾曲して連続。軟質で，
径2～3mm石英粒，粘土化した径5mm岩片を約10%含む。にぶい黄橙色
を呈する。幅0～30mm。
　74.40～74.41m：粘土状部（Hc-1）
　　上端30°，下端30°でいずれも湾曲して連続。軟質で，径1mm石英
粒をわずかに（5%以下）含む。灰褐色を呈する。幅7mm。
　74.41～74.50m：礫質砂状部（Hb)
　　上端30°で湾曲して連続。下端はコアチューブ引き上げによる擾乱部
で不明。軟質で，径2～3mm石英粒，粘土化した径5～30mm岩片を10～
20%含む。にぶい黄橙色を呈する。幅75mm以上。

・硬軟，原岩組織が認められる岩片を主体とし基質も細粒化した岩片か
らなる組織の有無，境界面や細粒部の連続性・直線性，最新活動面の記
載は別資料で示すこととし，柱状図には記載しない。

記事

上端深度 下端深度 選定した記事内容上端深度 下端深度

コア観察カード 適正化すべき記事内容

記事を削除・変更・追記した理由

記事
（変更箇所を朱書きで表示）

（変更していないものは「-」で表示）

報告書柱状図記事

コア観察カードの適正化すべき記事内容から記事を削除・変更・追記した
理由

（コア観察カードからの変更点）
（コア観察カードを適正化している場合は，それとの変更点）上端深度 下端深度

コア観察カードから正しく転記されているか？ 追加変更した情報が正しく転記されているか？
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サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m

7頁からの転記 8頁からの転記
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元となるデータ：ボーリング柱状図（調査会社作成）

サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m
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審査資料：ボーリング柱状図（調査会社作成の柱状図を転記）

サンプル例：H27-B-1 74.36～74.50m


